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■ 計画地 

  名 称：大井ふ頭中央海浜公園 

      （昭和53年開園） 

  所在地：東京都品川区八潮四丁目 

         大田区東海一丁目 

  面 積：281,942㎡（スポーツの森） 

大井ホッケー競技場 

散策路 

メインピッチ 
サブピッチ 

散策路 

散策路 

資料３－１ 

計画地 

大井競馬場前駅 

メイン出入口 

案内図 

■ 設計概要 

 ○ メインピッチ 

  ・メインスタンド新築工事（観客席数：約2,600席） 
  ・フィールド整備工事 
  ・夜間照明設備 
 
 ○ サブピッチ 
  ・既存スタンド改修工事 
    内外装改修／設備改修／ＥＶ増設（１台） 
    アクセシビリティーの向上 
  ・フィールド整備工事 
  ・夜間照明の改修 

出典：港湾局HP 
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① 質の高い競技施設の整備 

 ホッケーの国際競技大会が開催可能なスタジアム 

② 良好な観覧環境 

 視認性に配慮した座席設定 

 アクセシビリティの向上 

③ 大会後の利用計画 

 後利用の方向性を踏まえた施設計画 

 ○ ホッケー振興の拠点 

 ○ 様々な競技の普及・強化の拠点 

 ○ 都民に親しまれ、賑わいのある総合的な 

   スポーツレクリエーションの拠点 

④ 環境配慮 

 省エネ・再エネを考慮した設備計画 

 木材利用 

⑤ コスト 

 コスト管理 

設計のポイント 

大井ホッケー競技場 基本設計 

○ ＩＦ基準への適合（ＦＯＰ寸法など） 

○ 適切なサイトラインを確保した座席配置 

○ 車いす席の分散化・同伴者席の併設 

○ 付加アメニティ席の設置 

○ トイレの機能分散 

○ 約2,600席の観客席を確保 
 （東京2020大会時は約10,000席（仮設席を含む）） 

○ 練習時間のニーズに対応した夜間照明の設置 

○ サッカー、ラクロスなどの様々なスポーツ利用が可能となる 
  コートの広さを確保 

○ 現在の公園景観（既存樹木等）を活かした施設計画 

○ 公園の賑わいに寄与する諸室計画・屋外施設 

  複合用途諸室（カフェ、会議室、トレーニングルーム 
  等）の設置 

○ 太陽光発電などの導入 

○ 内装材（複合用途諸室、貴賓室など）の木質化 

○ 多摩産材の利用 

○ 建設物価の動向を踏まえた積算 

設計における対応 
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現在の公園で 
最も「にぎわい」を 

感じるエリア 

既存樹木 

既存樹木 

ホッケーの国際大会が 
開催可能なピッチサイズ 

※①質の高い競技施設の整備 

Ａのエリア 
 
 

多目的利用を考慮した 
ピッチサイズ（126×76ｍ） 

※③大会後の利用計画 

メ
イ
ン
ス
タ
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Ｃのエリア 

複
合
用
途
諸
室 

Ｆのエリア 

Ｅのエリア 

Ｄのエリア 

-大会後の利用計画イメージ（参考）- -大会後の利用計画イメージ（参考）- 

国内大会用ウォームアップ・コート 

野球場 

健康器具を 
設置した広場 

国
際
・
国
内
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は
関

係
者
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ー
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仮設スタンド 

仮設スタンド 

既存けやき 

※③大会後の利用計画 
（既存樹木を活かした施設計画） 

※③大会後の利用計画 
（賑わいに寄与する屋外施設） 

ア
プ
ロ
ー
チ
経
路
（
さ
く
ら
並

木
）
が
接
続
す
る
「
空
間
の
広

が
り
」
が
感
じ
ら
れ
る
広
場 

※③大会後の利用計画 
（既存樹木を活かした施設計画） 

※③大会後の利用計画 
（既存樹木を活かした施設計画） 

 既存樹木を活かした休憩スペース 

仮設スタンド 

※③大会後の利用計画 
（国内・国際大会用仮設席設置エリ
アの確保） 

既存樹木を活かした 
散策路・休憩スペース 

スタジアム外観 
 

既存樹木(けやき) 

Ｂ 

Ｆ 

Ｄ Ｃ 

Ｅ 

Ａ 

一体的 
な利用 

 既存樹木を活かした休憩スペース 

メインピッチ 配置計画及び競技施設周辺エリアの大会後利用計画イメージ（案） 
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施
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500×1300 
 
※座席を固定せずフキシブルに 
 利用可能なスペースの確保 

アクセシビリティの向上 

1
3
0
0
 

900 500 

車椅子席スペース 

同伴者スペース 

1
3
0
0
 

500 

付加アメニティ席 
スペース 

500 500 

車いす席スペースの確保 
（総客席数の１％） 

サイトラインの確保 

付加アメニティ席の確保（スペース） 

トイレの機能分散（例） 

※車いす席前列の観
客が立ち上がった場
合でも車いす利用者
のサイトラインを確
保 

複
合
用
途
諸
室 

更衣室 

複合用途
諸室 

医務室 

機械室 

電気室 

事務室 

倉庫 

倉庫 

ピロティ 

ピロティ 
※③大会後の利用計画 
（公園内通路から競技施設の 
 賑わいが感じられる施設計画） 

ＷＣ 

ＷＣ 

ＷＣ 

ＷＣ 

ＷＣ 

ＷＣ 

3F PLAN 2F PLAN 1F PLAN 

簡易型車いす使用者用便房にオス 
トメイト用汚物流しを設けた便房 

子育て支援設備を 
備えた便房 

車いす使用者用便房 

ベビーベッド 
ベビーチェア 

大型ベッド 

便所案内板 

観客エリア 複合用途諸室 共用部 

階段・EV 管理運営エリア 設備エリア 
大型ベッド 

フィールド 
利用者エリア 

車いす席・付加アメニティ席 

既存樹木 
(けやき） 

複
合
用
途
諸
室 

※③大会後の利用計画 
（公園内通路から競技の 
 賑わいが感じられる施設計画） 

※②良好な観覧環境 
 （車いす席の分散化・同伴者席の併設） 
 （付加アメニティ席の設置） 

※③大会後の利用計画 
（公園の賑わいに寄与する 
 諸室計画・屋外施設） 

※②良好な観覧環境の確保 

※付加アメニティ席の設置 

※適切なサイトラインを確保した座席配置 

※トイレの機能分散 

複合用途諸室と 
屋外施設の連携 

※東京都福祉のまちづくり条例施設整備マニュアルより 

メインピッチ 各階平面図（案） 

観覧方向 

観覧方向 
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3階 

2階 

1階 

フィールド整備 

既存スタンド改修 
●内外装改修 
（バリアフリー改修を含む） 
●設備改修 

ＥＶ増設（１台） 

仮
設
ス
タ
ン
ド 

仮設スタンド 
 

仮
設
ス
タ
ン
ド 

断面図 

写真① 

写真② 

ホッケーの国際大会が 
開催可能なピッチサイズ 
※現在のピッチサイズで 

ホッケーの国際大会の開催が可能 

7
3
ｍ

 

111.4ｍ 

野球場 

大田スタジアム 

写真① 大田スタジアム側から 
改修建物（スタジアム）を見る 

写真② サブピッチの北西から 
フィールド・改修建物を見る 

平面図 

サブピッチ 改修内容（案） 


